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10
月
４
か
ら
５
日
ま
で
、
韓
国
済

州
島
で
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ａ
シ
ル
バ
ー
軟
式
野
球
大
会
」
に

出
場
し
た
本
市
の
登
米
友
球
が
優
勝

し
、
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

ま
し
た
。

　

大
会
の
出
場
資
格
は
50
歳

（
１
９
６
４
年
生
ま
れ
）
以
上
で
、

日
本
、
韓
国
、
台
湾
の
代
表
８
チ
ー

ム
が
出
場
。
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球

連
盟
の
推
薦
を
受
け
出
場
し
た
登
米

友
球
は
決
勝
ま
で
の
４
試
合
を
勝
ち

抜
き
、
初
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。
最
優
秀
選
手
に
は
佐
藤
英
雄
さ

ん(

東
和
町)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

登
米
友
球
は
迫
町
新
田
を
拠
点
に

活
動
す
る
シ
ニ
ア
野
球
チ
ー
ム
。
10

月
18
日
、
市
役
所
を
訪
れ
布
施
孝
尚

市
長
に
優
勝
報
告
し
た
チ
ー
ム
の
監

督
佐
藤
学ま

な
ぶ

さ
ん(

迫
町)

は
「
優
勝

は
日
々
の
練
習
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

た
ま
も
の
で
す
」と
胸
を
張
り
ま
し
た
。

シルバー野球
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監　督 佐藤　　学 Manabu SATO 1951年生まれ 迫　町

主　将 星　　富雄 Tomio HOSHI 1950年生まれ 迫　町

投　手 関　　　洋 Hiroshi SEKI 1951年生まれ 迫　町

投　手 赤坂　吉良 Yoshiryo AKASAKA 1950年生まれ 迫　町

捕　手 星　　公司 Koshi HOSHI 1951年生まれ 迫　町

内野手 堀　　　勇 Isamu HORI 1950年生まれ 豊里町

内野手 石川　　秀 Shu ISHIKAWA 1963年生まれ 迫　町

内野手 佐藤　英雄 Hideo SATO 1959年生まれ 東和町

内野手 林　　善彦 Yoshihiko HAYASHI 1952年生まれ 津山町

外野手 千葉　勝男 Katsuo CHIBA 1949年生まれ 迫　町

外野手 星　　悦朗 Etsuro HOSHI 1958年生まれ 迫　町

外野手 星　　栄一 Eiichi HOSHI 1949年生まれ 迫　町

外野手 千葉　秀雄 Hideo CHIBA 1955年生まれ 迫　町

外野手 米山　　豊 Yutaka YONEYAMA 1949年生まれ 栗原市

外野手 星　　耕一 Koichi HOSHI 1950年生まれ 迫　町
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※年齢は平成25年12月１日現在

。

藍
綬
褒
章

瑞
宝
双
光
章

　
藍
綬
褒
章

　
旭
日
双
光
章

　
旭
日
双
光
章

　　

行
政
相
談
委
員
で
あ
る
本
市
の

尾
形
重し

げ

雄お

さ
ん
（
迫
町
）
と
佐
々

木
振し

ん
さ
く作
さ
ん
（
南
方
町
）
が
、
そ

の
業
績
を
称
え
ら
れ
、
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
内
か

ら
は
本
市
の
２
人
を
含
め
３
人
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

尾
形
さ
ん
は
平
成
９
年
か
ら
行

政
相
談
委
員
を
務
め
、
毎
月
１

回
、
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
相

談
所
を
開
設
。
地
域
住
民
か
ら
の

苦
情
や
要
望
な
ど
の
行
政
相
談
に

当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
平
成
13
年
か
ら

行
政
相
談
委
員
を
務
め
、
南
方
公

民
館
に
毎
月
１
回
相
談
所
を
開

設
。
ま
た
、
市
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
仮
設
住
宅
を
随
時
訪
問
し
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
相
談
に

も
応
じ
て
き
ま
し
た
。

　平成 25 年秋の叙勲・褒章の受章者が発表
され、市内からは５人が受章されましたので
ご紹介します。

　本市迫町出身で、「ＡＫⅠＲＡ」などの作品で世界的
に知られている漫画家の大友克

かつひろ

洋氏が、芸術文化の分野
で紫綬褒章を受章されました。
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【
表
彰
式
】
11
月
３
日
（
日
）

【
場
所
】
登
米
祝
祭
劇
場

◉
地
方
自
治
功
労

▼
田
口
久
義
（
南
方
）
▼
工
藤
淳

子
（
登
米
）
▼
佐
々
木
貞
雄
（
南

方
）
▼
鈴
木
一
義
（
米
山
）
▼
藤

原
孝
雄
（
米
山
）
▼

沼
武
光
（
米

山
）
▼
紀
室
秋
雄
（
登
米
）
▼
鈴

木
怡
子
（
石
越
）
▼
千
葉
清
一
（
豊

里
）
▼
佐
藤
一
郎
（
米
山
）

◉
産
業
功
労

▼
阿
部
芳
之
（
米
山
）
▼
武
山
節

雄
（
豊
里
）
▼
佐
藤
敬
（
石
越
）

▼
佐
々
木
啓
輔
（
中
田
）
▼
野
村

登
喜
治
（
豊
里
）
▼
髙
橋
勝
慶

（
迫
）
▼
西
條
昌
良
（
津
山
）
▼

菊
地
清
幸
（
登
米
）
▼
西
條
多
美

子
（
津
山
）
▼
三
浦
輝
彦
（
南
方
）

▼
鈴
木
勝
治
（
米
山
）
▼
塚
本
和

敏
（
登
米
）
▼
髙
倉
喜
保
（
迫
）

▼
佐
々
木
和
雄
（
津
山
）
▼
佐
々

木
信
一
（
豊
里
）
▼
加
美
山
喜
惠

市
政
功
労
者
表
彰

県
教
育
功
績
者
表
彰

夫
（
豊
里
）
▼
羽
生
敬
喜
（
中
田
）

◉
納
税
功
労

▼
小
山
哲
夫
（
東
和
）
▼
及
川
光

男
（
東
和
）
▼
後
藤
豊
（
東
和
）

▼
渡
邊
七
郎
（
東
和
）
▼
及
川
啓

友
（
東
和
）
▼
金
野
勝
（
東
和
）

▼
安
久
津
貞
二
（
米
山
）
▼
千
葉

清
幸
（
米
山
）
▼
小
野
寺
勇
紀
（
東

和
）
▼
吉
野
英
雄
（
東
和
）
▼
石

崎
琇
一
（
米
山
）
▼
佐
々
木
平
雄

（
津
山
）
▼
髙
橋
哲
（
米
山
）

◉
保
健
衛
生
功
労

▼
安
井
美
知
子
（
石
越
）
▼
三
浦

き
さ
子
（
米
山
）

◉
教
育
文
化
功
労

▼
永
倉
正
志
（
南
方
）
▼
普
天
間

朝
義
（
仙
台
市
）
▼
水
野
徳
行
（
豊

里
）

◉
社
会
福
祉
功
労

▼
遠
藤
尚
（
南
方
）
▼
吉
田
惠
子

（
迫
）
▼
八
木
し
み
子
（
豊
里
）

▼
遠
藤
賢
一
（
豊
里
）

◉
消
防
防
災
功
労

▼
浅
野
浩
秋
（
豊
里
）
▼
及
川
滿

夫
（
迫
）
▼
千
田
昭
彦
（
石
越
）

▼
櫻
田
伸
也
（
登
米
）
▼
佐
々
木

敏
（
米
山
）
▼
石
川
保
則
（
中
田
）

▼
千
葉
芳
浩
（
中
田
）
▼
小
野
寺

忠
雄
（
南
方
）
▼
阿
部
稔
（
津
山
）

▼
佐
藤
秀
美
（
中
田
）
▼
熊
谷
裕

一
（
中
田
）
▼
岩
渕
健
治
（
中
田
）

▼
島
本
和
美
（
米
山
）
▼
佐
々
木

和
弘
（
中
田
）
▼
小
野
寺
淳
（
東

和
）
▼
佐
々
木
利
夫
（
豊
里
）
▼

佐
藤
隆
久
（
豊
里
）
▼
伊
藤
政
昭

（
中
田
）
▼
村
田
義
明
（
米
山
）

▼
渡
邉
淳
（
迫
）
▼
五
十
嵐
英
夫

（
迫
）
▼
阿
部
一
秋
（
登
米
）
▼

山
口
浩
（
中
田
）
▼
菅
原
仁
（
石

越
）
▼
千
葉
清
司
（
石
越
）
▼
小

野
寺
堅
二
（
中
田
）
▼
佐
々
木
昭

記
（
中
田
）
▼
千
葉
武
博
（
迫
）

▼
佐
々
木
幸
夫
（
東
和
）
▼
熊
谷

正
彦
（
南
方
）
▼
星
弘
（
南
方
）

▼
佐
々
木
正
（
南
方
）
▼
大
森
義

彦
（
津
山
）
▼
佐
々
木
和
男
（
東

和
）
▼
佐
藤
順
一
（
豊
里
）
▼
千

俊
行
（
栗
原
市
）
▼
伊
藤
久
義

県
文
化
の
日
表
彰

【
表
彰
式
】　

11
月
６
日
（
水
）

【
場
所
】　

宮
城
県
庁

◉
教
育
行
政
功
労

▼
久
保
泰
宏
（
元
市
教
育
委
員
）

◉
学
校
教
育
功
労

▼
佐
藤
謙
一
（
石
越
小
学
校
長
）

◉
学
校
保
健
功
労

▼
髙
橋
俊
治
（
学
校
歯
科
医
）

（
豊
里
）
▼
髙
橋
悟
（
南
方
）
▼

佐
々
木
光
男
（
津
山
）
▼
木
村
知

樹
（
米
山
）
▼
江
畑
靖
（
中
田
）

▼
後
藤
光
哉
（
津
山
）
▼
佐
藤
勝

昭
（
中
田
）
▼
鈴
木
健
一
（
南
方
）

▼
佐
々
木
博
尚
（
津
山
）
▼
山
内

正
晴
（
津
山
）
▼
杉
井
健
（
津
山
）

▼
佐
々
木
克
之
（
迫
）
▼
岩
崎
大

輔
（
豊
里
）
▼
岩
渕
勝
寿
（
豊
里
）

▼
佐
々
木
和
典
（
中
田
）
▼
菅
原

浩
幸
（
中
田
）

◉
防
犯
交
通
安
全
功
労

▼
菊
池
悟
（
迫
）
▼
佐
々
木
弘
子

（
津
山
）
▼
阿
部
正
松
（
南
方
）

▼
鈴
木
正
則
（
東
和
）
▼
小
野
寺

昭
（
南
方
）
▼
佐
藤
展
（
中
田
）

◉
地
域
活
動
功
労

▼
米
倉
啓
（
迫
）

【
表
彰
式
】
11
月
11
日
（
月
）

【
場
所
】
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城

◉
地
方
自
治
功
労

▼
小
野
寺
金
太
郎
（
中
田
）
▼
三

浦
泰
信
（
石
越
）

◉
産
業
功
労

▼
伊
藤
冨
士
雄
（
中
田
）
▼
亀
井

達
夫
（
南
方
）
▼
榊
原
勇
（
南
方
）

▼
丸
山
與
志
雄
（
東
和
）
▼
今
野

秀
俊
（
米
山
）

◉
教
育
文
化
功
労

▼
佐
藤
良
友
（
石
越
）

◉
民
生
安
定
功
労

▼
日
下
雄
喜
（
南
方
）
▼
近
藤
譲

行
（
中
田
）

◉
消
防
防
災
功
労

▼
工
藤
貞
夫
（
石
越
）
▼
佐
々
木

喜
市
（
津
山
）
▼
佐
々
木
金
三
（
豊

里
）
▼
佐
々
木
敏
朗
（
迫
）

◉
調
査
統
計
功
労

▼
千
葉
繁
憲
（
米
山
）

平
成
25
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
、
県
文
化
の
日
表
彰
な
ど
を
受
け
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。



06

ン
ド
（
仙
台
市
）
共
同
企
業
体
、

水
道
管
の
点
検
を
手
が
け
る
市
管

工
事
業
組
合
、
電
気
の
検
針
を
行

う
東
北
電
力
栗
原
登
米
営
業
所

（
栗
原
市
）
で
す
。

　

10
月
８
日
に
登
米
警
察
署
で
行

わ
れ
た
協
定
式
で
は
、
布
施
孝
尚

市
長
の
立
ち
会
い
の
下
、
両
警
察

署
長
と
各
事
業
所
の
幹
部
が
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

市駅伝大会に６６チーム

水道、電気検針業者と協定

消
防
Ｃ
チ
ー
ム
の
佐
々
木
勇ゆ

う

人と

さ
ん

が
「
最
後
ま
で
全
力
で
走
り
き
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
選

手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

競
技
最
長
と
な
る
18
・
２
㌔
を

６
人
で
つ
な
ぐ
一
般
男
子
の
部
で
は
、

市
内
の
福
祉
施
設
職
員
で
構
成
し

た
チ
ー
ム
Ｑ
Ｐ
（
キ
ュ
ー
ピ
ー
）
が

最
終
６
区
で
逆
転
し
優
勝
、
大
会

２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

市
駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
４

日
、
中
田
総
合
体
育
館
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
登
米
市
合

併
５
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た

同
大
会
も
今
年
で
４
回
目
で
す
。

　

今
年
は
、
年
代
混
合
、
中
学
生

（
男
・
女
）、
高
校
生
（
男
・
女
）、

一
般
（
男
・
女
）
の
７
部
門
に
過

去
最
高
と
な
る
66
チ
ー
ム
が
参
加
。

開
会
式
で
は
選
手
を
代
表
し
登
米

　

佐
沼
、
登
米
両
警
察
署
で
は
、

電
気
や
水
道
の
検
針
の
た
め
市
内

毎
戸
を
定
期
的
に
訪
れ
る
四
つ
の

事
業
所
と
、
不
審
者
や
高
齢
者
の

安
否
確
認
な
ど
を
情
報
提
供
す
る

地
域
安
全
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
を
締
結
し
た
の
は
、
水
道

の
検
針
に
当
た
る
市
水
道
事
業
所

と
受
託
業
者
の
フ
ジ
地
中
情
報

（
東
京
都
港
区
）
テ
ク
ノ
・
マ
イ



07 2013.12.1

　

市
で
は
11
月
５
日
、
市
薬
剤
師

会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救

護
活
動
及
び
医
薬
品
等
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
二
つ
。
一
つ

は
、
災
害
時
に
市
の
要
請
に
基
づ

き
、
避
難
所
や
救
護
所
で
の
傷
病

者
に
対
す
る
医
薬
品
の
供
給
・
服

用
指
導
な
ど
に
関
す
る
協
力
。
も

う
一
つ
は
、
避
難
所
な
ど
へ
の
一

般
医
薬
品
の
優
先
供
給
と
運
搬
・

整
理
に
関
す
る
協
力
で
す
。

　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
協
定
式
に

は
布
施
孝
尚
市
長
や
市
薬
剤
師
会

の
後
藤
正
広
会
長
ら
関
係
者
が
出

席
。
布
施
市
長
は
「
災
害
時
、
市

薬
剤
師
会
に
よ
る
避
難
所
な
ど
へ

の
人
的
・
物
的
支
援
は
、
市
民
に

と
っ
て
大
変
心
強
い
も
の
に
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

薬
剤
師
会
と
応
援
協
定

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
社

会
の
力
を
活
用
し
て
学
校
の
教
育

力
を
高
め
よ
う
と
、
10
月
11
日
に

教
育
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
市

内
の
教
職
員
、
保
護
者
ら
が
対
象
。

会
場
と
な
っ
た
登
米
祝
祭
劇
場
に

は
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
民
間
企
業
出
身
で
元

杉
並
区
立
和
田
中
学
校
の
校
長
を

務
め
た
教
育
改
革
実
践
家
の
藤ふ

じ
は
ら原

和か
ず
ひ
ろ博
氏
。「
つ
な
げ
よ
う
！
学
校

と
地
域
社
会
〜
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
拓ひ

ら

く
」
と
題
し
て
講
演
し
た

藤
原
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
運

営
は
学
校
だ
け
で
は
で
き
な
い
」

と
話
し
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

地
域
の
力
を
借
り
て
先
生
の
力
を

目
の
前
の
児
童
生
徒
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

藤
原
和
博
氏
迎
え
講
演

米川小児童らが植樹

約
１
㍍
の
高
さ
に
成
長
し
た
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
６
０
０
本
を
一
本

一
本
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

低
学
年
の
児
童
は
、
コ
ナ
ラ
な
ど

ド
ン
グ
リ
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
に
参
加
し
た
児
童
は

「
自
分
が
植
え
た
苗
木
が
大
き
く

な
っ
て
、
立
派
な
森
に
な
る
の
が

待
ち
遠
し
い
で
す
」
と
、
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林（
も

り
）
づ
く
り
秋
・
植
樹
祭
」
が
、

11
月
５
日
、
東
和
町
の
米
川
森
林

組
合
が
所
有
す
る
森
林
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
県
の「
み

や
ぎ
環
境
交
付
金
」
を
活
用
し
、

毎
年
春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
米
川
小
学
校
の
全
校

児
童
と
市
民
約
１
８
０
人
が
参
加
。
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平成 24年度

一般会計
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一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
を
市

民
一
人
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と

61
万
４
４
７
１
円
で
す
。
内
訳
で

一
番
多
い
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
福
祉

な
ど
に
支
出
さ
れ
る
民
生
費
が

16
万
９
３
３
８
円
。
次
い
で
、
学

校
や
公
民
館
・
体
育
館
の
管
理

な
ど
に
支
出
さ
れ
る
教
育
費
が

７
万
８
４
８
３
円
。
借
り
入
れ
た

市
債
の
元
利
償
還
費
な
ど
に
支
出

さ
れ
る
公
債
費
が
７
万
５
９
３
３

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
優
先
に

取
り
組
ん
だ
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
災
害
復
旧
費
は
、
一
人
当
た
り

３
万
４
８
４
６
円
の
支
出
と
な
り

ま
し
た
。

　

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
制
定
さ
れ
た
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る

も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
の
各
指

標
は
全
て
基
準
値
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
病
院
会
計
も
資
金
不
足
比

率
が
前
年
度
の
６
・８
％
か
ら
２
・

１
％
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
部
財
政
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
５
９

　　　

平
成
24
年
度
決
算
の
歳
出
総
額

は
５
２
０
億
２
８
４
８
万
円
で
、

前
年
度
を
上
回
り
過
去
最
大
の
規

模
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年

度
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
だ
結
果
で
す
。
一
般
会

計
で
は
、
23
億
８
２
３
２
万
円
に

上
る
災
害
復
旧
費
を
は
じ
め
、
継

続
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

佐
沼
小
学
校
、
西
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
大
規
模
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
地
方

交
付
税
が
２
０
５
億
５
６
６
１
万

円（
歳
入
全
体
の
37
・
８
％
）、
国

庫
支
出
金
が
86
億
２
６
８
４
万

円
（
同
15
・
９
％
）
、
市
税
が

71
億
４
１
８
５
万
円
（
同
13
・

１
％
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
市
税
な
ど
自
主
財
源

の
合
計
は
１
３
７
億
６
４
６
４
万

円
で
歳
入
全
体
の
25
・
３
％
と
な

り
、
残
り
の
74
・
７
％
が
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存

財
源
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ

の
依
存
財
源
の
割
合
が
高
い
こ
と

か
ら
、
国
や
県
の
影
響
を
受
け
や

す
い
財
政
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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☎
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市
水
道
事
業
所
で
は
、
水
道
に

関
す
る
作
品
を
募
集
す
る
「
第
55

回
水
道
週
間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
図
画
、
習

字
、
標
語
、
作
文
の
部
な
ど
４
部

門
に
、
市
内
小
中
学
生
と
一
般
か

ら
９
８
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

入
選
作
品
は
、
水
道
事
業
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
市
役
所
迫
庁
舎
１
階
ホ
ー

ル
に
12
月
上
旬
ま
で
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
入
選
作
品
は
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
、
小
学
生
低

学
年
図
画
の
部
で
佐
藤
實
城
さ

ん
、
小
学
生
低
学
年
作
文
の
部
で

工
藤
美
春
さ
ん
、
中
学
生
作
文
の

部
で
渡
邊
ち
な
み
さ
ん
が
全
国
入

選
し
ま
し
た
。

◉

佐
藤
實
城（
石
森
小
）

熊
谷
海
惺（
石
森
小
）、

佐
藤
大
地（
加
賀
野
小
）

◉

八
谷
彩
華（
加
賀
野
小
）

小
山
真
衣（
登
米
小
）、

清
野
咲
彩（
石
森
小
）、
工
藤
紀
香

（
石
森
小
）

◉

高
野
文（
米
山
中
）

大
江
華
加（
豊
里
小
・
中
）、

佐
藤
佑
香（
米
山
中
）、
菊
地
微
香

（
津
山
中
）

◉

光
澤
凛（
佐
沼
小
）

服
部
樹（
佐
沼
小
）、
遠

藤
瑠
唯（
上
沼
小
）、
舟
嶋
嶺（
米

谷
小
）

◉

花
田
文（
佐
沼
小
）

後
藤
沙
耶（
登
米
小
）、

小
諸
晴
菜（
加
賀
野
小
）、
袋
日
星

（
北
方
小
）

◉

小
竹
恋（
登
米
小
）

及
川
明
莉（
加
賀
野
小
）、

鎌
田
優
翔（
浅
水
小
）、
髙
橋
慧
大

（
石
越
小
）

◉

工
藤
美
春（
石
越
小
）

川
嶋
剣
真（
加
賀
野
小
）、

工
藤
聖
矢（
石
越
小
）

◉

衡
田
紗
妃（
佐
沼
小
）

門
間
有
華（
南
方
小
）、

高
橋
帆
乃
香（
北
方
小
）

◉

渡
邊
ち
な
み（
中
田
中
）

盛
航（
佐
沼
中
）、
千
葉

琉
美（
津
山
中
）

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❶

❷❸

❹❺

❻
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　市では、販売用園芸産地の拡大を推進しています。
今回は、平成 25 年度園芸産地拡大事業の中で、本年
度から新たに加わった項目を中心にお知らせします。

その他の項目については、お問い合わせください。
産業経済部農産園芸畜産課

（園芸振興係）　☎ 0220（34）2713

　

❶
❷
❸

　

☎ 　

平成25年工業統計調査を実施します
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市
で
は
、
平
成
26
年
度
の
非
常

勤
職
員
・
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職

員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
過
去
に
登
録
し
た
人
も
、
平
成

　

26
年
度
の
採
用
を
希
望
す
る
場

　

合
は
再
度
登
録
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
。

保
育
士
、
児
童
館
・

子
育
て
支
援
指
導
員
、
幼
稚
園
講

師
、
教
員
補
助
員
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
助

手
、
介
護
員
、
調
理
員
、
運
転
業

務
員
、
事
務
補
助
員
な
ど

募
集

要
領
や
登
録
申
請
書
は
、
総
務
部

人
事
課
、
医
療
局
経
営
管
理
部
企

画
総
務
課
、
各
総
合
支
所
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）

に
よ
る
登
録
も
で
き
ま
す
。

所
定
の
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

し
込
み
前
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向
、
縦

４
㌢
×
横
３
㌢
の
写
真
を
貼
り
、

市
役
所
迫
庁
舎
２
階
の
総
務
部
人

事
課
ま
で
提
出
、
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
保
育
士
や
看
護
師

な
ど
、
資
格
を
要
す
る
職
種
を
登

録
す
る
場
合
は
、
そ
の
資
格
証
の

写
し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。電
子
申
請
の
場
合
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

12
月
２
日（
月
）か

ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
採
用
を

希
望
す
る
人
は
、
平
成
26
年
１
月

10
日（
金
）ま
で
に
登
録
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）。

採
用
者
は
、
登
録

さ
れ
た
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ

て
選
考
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

総

務
部
人
事
課　

〒
９
８
７
―
０
５

１
１　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江

二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.c
it
y
.

tom
e.m

iy
ag
i.jp

/jin
ji/

syokuinsaiyou.htm
l

▶製造から 10 年経過したもの（※）
▶容器に腐食があるもの
▶黄色の安全栓が正しく固定されていないもの
※消火器の規格が改正され、業務用と一般家庭で使用
　される住宅用に区別されました。業務用消火器は、
　平成 23 年 1 月 1 日から製造後 10 年を経過したもの
　は耐圧性能点検が義務付けられました。
　

　古い消火器の処分方法は、特定窓口（市内の防災機
器販売店）や指定引き取り場所（栗原市内の宮田工業
㈱）に持参し、500 円のリサイクルシールを買って消
火器に貼ることで引き取ってもらえます。ただし、特
定窓口では送料や保管料が別途かかる場合があります
ので、持ち込む場所へあらかじめ確認しておくことが
必要です。
　また、消防本部ホームページやH@!FM（ハットエ
フエム）でも注意喚起の広報やリサイクル制度につい
て説明しています。
　不明な点がありましたら消防本部予防課までご連絡
ください。

消防本部予防課　☎ 0220（22）1900
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市内の小学校に在籍する１年生から３年
生までの児童で、平成 26 年４月１日現在、昼間に保
護者が仕事や疾病、その他の理由で適切な保護指導を
受けられない子

月曜日から金曜日までは放課後から午後
６時 30 分まで（土曜日と学校長期休業日などは、午前
７時 30 分～午後６時 30 分）

無料
※おやつ代や教材費などの実費は保護者会を通じ負担
　していただきます。

❶利用申請書❷就労証明書❸家族調書❹
申立書など

※提出書類の用紙は各児童クラブに備え付けてありま
　す。
※現在児童クラブに登録している児童も、あらためて
　申し込みが必要です。

12 月２日（月）～ 12 月 20日（金）
※月曜日から土曜日までの午前９時から午後６時まで
　（休日・祝日を除く）

利用審査会で書類
　審査を行い、２月末日までに
　郵送などで通知します。
※申込者が定員を超えた場合は
　利用できない場合があります。　

　

11
月
１
日
か
ら
、
小
児
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
が
切
り
替
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
「
プ
レ
ベ
ナ
ー

（
沈
降
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ

ク
チ
ン
）」
か
ら
新
た
に
６
種
類

の
肺
炎
球
菌
の
成
分
が
追
加
さ
れ

た
「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
（
沈
降
13
価

肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
）」

に
切
り
替
わ
り
、
従
来
よ
り
も
多

く
の
種
類
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
に

対
す
る
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

◉
　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
ま
だ
終
了
し
て
い
な

い
お
子
さ
ん
は
、
残
り
の
回
数
を

プ
レ
ベ
ナ
ー
13
で
接
種
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◉
　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
終
了
し
て
い
る
お
子

さ
ん
が
、
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
の
接
種

を
追
加
で
受
け
る
場
合（
補
助
的

追
加
接
種
）
は
、
任
意
接
種
と
な

り
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
発

症
が
最
も
心
配
さ
れ
る
年
齢（
１

歳
か
ら
２
歳
）の
お
子
さ
ん
が
プ

レ
ベ
ナ
ー
13
の
補
助
的
追
加
接
種

を
受
け
る
場
合
、
接
種
費
用
を
全

額
助
成
し
ま
す
。
助
成
対
象
者
な

ど
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

３
歳
未
満
の
お
子
さ

ん（
平
成
25
年
10
月
31
日
ま
で
に

小
児
肺
炎
球
菌
の
定
期
接
種
が
終

了
し
て
い
る
お
子
さ
ん
）

11
月
１
日（
金
）〜

平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

全
額

☎
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健診機関名 電話番号

登米市民病院 0220（22）5511

大崎市民病院（大崎市） 0229（23）3471

栗原中央病院（栗原市） 0228（21）5330

仙台星陵クリニック（仙台市）022（273）3460

画像医学と脳健診（仙台市） 022（218）3147

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

世
帯
へ
義
援
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

り
災
証
明
書
住
家

の
り
災
程
度
に
よ
り

❶
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

❷
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯

❸
住
宅
が
半
壊
し
た
世
帯

❹
❶
か
ら
❸
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
で
平
成
23
年
３
月

11
日
時
点
で
母
子
父
子
（
未
成
年

者
「
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
23
年
３
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
」
を
扶
養
し
て
い
た
）
世
帯

お
よ
び
母
子
父
子
が
同
居
し
て
い

た
世
帯

▼
り
災
証
明
書
写
し

▼
本
人
確
認
が
で
き
る
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等

▼
印
鑑

▼
世
帯
主
名
義（
り
災
証
明
書
の

り
災
者
）の
預
金
通
帳
、
母
子
父

子
世
帯
は
対
象
世
帯
❹
に
該
当
し

い
る
受
給
者
の
通
帳
写
し

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
に
つ

い
て
、
次
の
対
象
世
帯
に
該
当
し

基
礎
支
援
金
を
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
基
礎
支
援

金
を
申
請
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

加
算
支
援
金
の
申
請
も
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

り
災
証
明
の
程
度

に
よ
り

▼
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

▼
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯

▼
住
宅
が
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
し
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず

全
て
解
体
し
た
世
帯

◉▼
り
災
証
明
書（
原
本
）

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票

▼
世
帯
主
名
義（
り
災
証
明
書
の

り
災
者
）の
預
金
通
帳
写
し

▼
本
人
確
認
が
で
き
る
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど

▼
住
家
を
解
体
し
た
場
合
は
、
住

宅
の
被
害
を
証
明
す
る
書
類
・
写

真（
解
体
前
・
解
体
中
・
解
体
後
）

な
ど

◉※
基
礎
支
援
金
を
申
請
し
、
平
成

　

26
年
４
月
10
日
ま
で
受
理
さ
れ

　

た
人
が
加
算
支
援
金
の
対
象
と

　

な
り
ま
す
。

❶
新
築
・
購
入
・
修
繕
・
住
宅
賃

貸
の
い
ず
れ
の
場
合
も
業
者
と
の

契
約
書
写
し

❷
世
帯
主
名
義（
り
災
証
明
書
の

り
災
者
）の
預
金
通
帳
写
し

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課
（
福
祉
総
務

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

各
総
合
支
所
市
民
課

　

市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
人
生
の
節
目
で
あ
る
還
暦
を

す
ぎ
た
満
61
歳
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
脳
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
脳
の
健
康
状
態
を
調
べ
て
お

く
こ
と
で
、
自
覚
症
状
の
な
い
脳

梗
塞
や
脳
出
血
、
脳
腫
瘍
な
ど
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

　

脳
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
る

機
関
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
受

診
期
間
の
後
半（
１
月
〜
３
月
）は

医
療
機
関
に
予
約
が
殺
到
し
ま

す
。
早
め
に
予
約
を
し
て
受
診
し

ま
し
ょ
う
。満61

歳
の
人（
昭
和
27
年

４
月
１
日
か
ら
昭
和
28
年
３
月
31

日
生
ま
れ
ま
で
）

】
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査（
磁
気

共
鳴
画
像
診
断
）

※
希
望
者
に
は
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
も
行

　

い
ま
す
が
、
そ
の
分
の
料
金
は

　

全
額
自
己
負
担
で
す
。

医
療
機
関
の
健
診
料
金

か
ら 

７
６
０
０
円 （
市
補
助
金
）

を
引
い
た
額

※
検
査
当
日
に
健
診
機
関
に
お
支

　

払
い
く
だ
さ
い
。

直
接
電
話
で
健
診

機
関
へ
の
申
し
込
み
と
な
り
ま

す
。

平
成
26
年
２
月
28

日
ま
で

平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で

▼
脳
健
診
受

診
券（
７
月
に
送
付
し
て
い
ま
す)

▼
健
診
機
関
か
ら
指
定
さ
れ
た
も

の
▼
保
険
証

※
脳
健
診
受
診
券
を
無
く
し
た
場

　

合
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
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福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1㍍（幼稚園・小学校：地上50㌢）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当りの放射線量）
町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森小学校 10月 28日 晴れ 0.06

中田

諏訪公園 11月　6日 晴れ 0.06
森幼稚園 11月 11日 晴れ 0.06 宝江ふれあいセンター 11月　6日 晴れ 0.06
佐沼小学校 11月 11日 曇り 0.07 浅水ふれあいセンター 11月 13日 晴れ 0.06
佐沼幼稚園 11月 11日 曇り 0.07 中田海洋センター 11月 13日 晴れ 0.04
佐沼中学校 11月 11日 曇り 0.07 石森ふれあいセンター 11月 13日 晴れ 0.06
東佐沼幼稚園 11月 11日 曇り 0.07 中田生涯学習センター 11月 13日 晴れ 0.07
北方小学校 11月 11日 曇り 0.06 石ノ森章太郎ふるさと記念館 11月 13日 晴れ 0.06
北方幼稚園 11月 11日 曇り 0.05 中田総合体育館 11月　6日 晴れ 0.06 室内
新田小学校・新田中学校 11月 11日 曇り 0.06

豊里

豊里幼稚園 11月 14日 曇り 0.07
新田幼稚園 11月 11日 曇り 0.06 豊里小・中学校 11月 14日 曇り 0.08
歴史博物館 11月 11日 曇り 0.06 豊里公民館 11月 14日 曇り 0.05
迫公民館 11月 11日 曇り 0.05 豊里多目的広場 11月 14日 曇り 0.05
市民プール 11月 11日 曇り 0.06 平筒沼農村文化自然学習館 11月 14日 曇り 0.07
視聴覚センター 11月 11日 晴れ 0.07 豊里運動公園 11月　7日 曇り 0.06
光ヶ丘球場 11月 11日 晴れ 0.06

米山

米山東幼稚園 11月　8日 晴れ 0.06
梅ノ木グリーンパーク 11月 11日 晴れ 0.06 米山東小学校 11月　8日 晴れ 0.05
大東公園 10月 28日 晴れ 0.04 米岡小学校 11月　8日 晴れ 0.07
迫図書館 10月 28日 晴れ 0.05 米山中学校 11月　8日 晴れ 0.05
迫海洋センター 10月 28日 晴れ 0.06 中津山小学校 11月　8日 晴れ 0.06
新田総合運動場 10月 28日 晴れ 0.05 米山西幼稚園 11月　8日 晴れ 0.07
迫武道館 10月 28日 晴れ 0.05 善王寺コミュニティセンター 11月　1日 曇り 0.05

登米

登米幼稚園 11月 12日 晴れ 0.06 吉田公民館 11月　1日 曇り 0.04
登米小学校 11月 12日 晴れ 0.07 吉田運動場 11月　1日 曇り 0.06
登米中学校 11月 12日 曇り 0.06 米山公民館 11月　8日 晴れ 0.05
警察資料館 11月　5日 晴れ 0.07 米山海洋センター 11月　8日 晴れ 0.05
高倉勝子美術館 11月　5日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 11月 13日 曇り 0.09
登米総合運動公園 11月　5日 晴れ 0.06 石越小学校 11月 13日 晴れ 0.08
教育資料館 11月 12日 曇り 0.07 石越中学校 11月 13日 曇り 0.06
伝統芸能伝承館 11月 12日 曇り 0.07 石越公民館 11月　6日 晴れ 0.07
登米総合体育館 11月 12日 曇り 0.05 石越総合運動公園 11月　6日 晴れ 0.07
登米公民館 11月 12日 曇り 0.06

南方

西郷幼稚園 11月 14日 晴れ 0.07

東和

米谷幼稚園 11月 12日 曇り 0.07 西郷小学校 11月 14日 晴れ 0.05
米谷小学校 11月 12日 曇り 0.08 東郷幼稚園 11月 14日 晴れ 0.06
米川小学校 11月 12日 晴れ 0.06 東郷小学校 11月 14日 晴れ 0.05
錦織小学校 11月 12日 晴れ 0.07 南方幼稚園 11月 14日 晴れ 0.06
東和中学校 11月 12日 曇り 0.08 南方小学校 11月 14日 晴れ 0.06
米川公民館 11月　5日 晴れ 0.12 南方中学校 11月 14日 晴れ 0.06
東和国際交流センター 11月　5日 晴れ 0.10 南方中央運動広場 11月 14日 晴れ 0.07
楼台コミュニティーセンター 11月　5日 晴れ 0.07 南方総合運動場 11月　7日 曇り 0.06
東和総合運動公園 11月 12日 晴れ 0.05 南方武道伝承館 11月 14日 晴れ 0.07
東和勤労青少年ホーム 11月 12日 晴れ 0.06 室内 西郷公民館 11月　7日 曇り 0.05

中田

さくら幼稚園 11月 13日 晴れ 0.06 南方公民館 11月　7日 曇り 0.05
中田幼稚園 11月 13日 晴れ 0.06 東郷公民館 11月　7日 雨 0.06
浅水小学校 11月 13日 晴れ 0.08

津山

つやま幼稚園 11月　8日 曇り 0.06
宝江小学校 11月 13日 晴れ 0.07 柳津小学校 11月　8日 晴れ 0.08
加賀野小学校 11月 13日 晴れ 0.07 横山小学校 11月　8日 曇り 0.09
上沼小学校 11月 13日 曇り 0.08 津山中学校 11月　8日 曇り 0.08
石森小学校 11月 13日 晴れ 0.08 津山林業総合センター 11月　8日 晴れ 0.06 室内
中田中学校 11月 13日 晴れ 0.07 津山運動広場 11月　8日 晴れ 0.07
中田球場 11月　6日 晴れ 0.05 津山河川運動場 11月　8日 晴れ 0.07

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50㌢～1㍍の高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ12月21日号でお知らせします。

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

市民生活部環境課（生活環境係）　☎ 0220 （58） 5553　
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▲東和中の男子生徒によるダンス

▲ユニカールに初挑戦。すぐ上手に投げられるようになりました

　

下
舟
丁
区
子
ど
も
会
育
成
会
に
よ
る
「
お
楽

し
み
会
」
が
11
月
２
日
、
迫
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

32
人
が
参
加
し
た
今
回
の
事
業
は
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
と
親
睦
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
指
導
者

と
し
て
迫
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
招
き
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
「
あ
お
び
っ
き
」
の
メ
ン

バ
ー
も
協
力
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
推
進
委
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
一
投
ご
と
に
上
達
。
初
め
て

の
ユ
ニ
カ
ー
ル
で
し
た
が
、
上
手
に
投
げ
ら
れ

る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
見
せ
、
慣
れ
た

様
子
で
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

迫

　
「
東
和
の
秋
ま
つ
り
」
が
11
月
２
日
、
東
和

総
合
支
所
特
設
会
場
を
中
心
に
開
催
。
生
け
花

や
写
真
な
ど
が
支
所
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
農
林
産
物
や
東
和
中
生

徒
た
ち
の
起
業
学
習
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
市
消
防
署
東
出
張
所
に
よ
る
消
防

車
両
の
展
示
や
登
米
警
察
署
の
広
報
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
消
防
車
や
白
バ
イ
に
喜
ん
で
試

乗
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
学
生
や
文
化
協
会
の
皆

さ
ん
の
踊
り
、
東
和
中
の
男
子
生
徒
に
よ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

東和

　

日
頃
の
文
化
活
動
を
発
表
す
る
「
と
よ
ま
文

化
祭
」
が
11
月
２
、３
日
の
２
日
間
、
登
米
公

民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
よ
ま
文
化
祭
は
今
年
で
40
回
目
を
迎
え
、

今
年
度
は
登
米
町
の
13
の
文
化
団
体
が
参
加
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
活
動
の
成
果
を
作
品
と
し
て

発
表
・
展
示
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
菊
花
展
を
は
じ
め
、
華
道
や
生

花
、
俳
句
、
裏
千
家
河か

わ
う
ち内
社し

ゃ
ち
ゅ
う
中
に
よ
る
お
茶

席
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
三
陸

町
の
作
品
展
や
登
米
児
童
館
、
登
米
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
数
多
く
の
作
品
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

▲会場となった登米公民館には多くの作品が展示されました

登米
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▲オープニングを飾る豊里風太鼓の皆さん

▲昭和から平成への仮面ライダーシリーズの歩みを展示

中田

　
「
第
８
回
ふ
る
さ
と
よ
ね
や
ま
秋
ま
つ
り
」

が
11
月
２
、３
日
の
２
日
間
、
米
山
総
合
支
所

周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生
に
よ
る
発
表
の
ほ

か
、
地
元
出
身
の
歌
手
「
さ
か
え
里さ

と
美み

」
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
道
の
駅
米
山
の
特
設
会
場
で
は
ち
び
っ
子

相
撲
大
会
を
開
催
。
白
熱
し
た
試
合
に
大
き
な

声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。「
よ
さ
こ
い
」
で

は
、
各
チ
ー
ム
が
仮
装
の
衣
装
で
登
場
、
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

豊
里
地
区
市
民
文
化
祭
が
11
月
２
日
か
ら
４

日
ま
で
の
３
日
間
、
豊
里
公
民
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
豊
里
地
区
の
保
育
園
や
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
生
徒
た
ち
、
地
区
内
の
福

祉
施
設
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど

多
く
の
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
に
は
、
豊
里
文
化
協
会
加
盟
団
体
に
よ

る
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
。
豊
里
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
よ

る
「
よ
さ
こ
い
」
や
、
豊
里
保
育
園
の
園
児
た

ち
に
よ
る
「
お
祭
り
マ
ン
ボ
」、
豊
里
風か

ぜ

太だ
い

鼓こ

「
風ふ

う

神じ
ん

鼓こ

流り
ゅ
う」
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
芸
能

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

豊里

▲市内外より11チームが参加。躍動感あふれる踊りを披露した「よさこい」

米山

　

石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館
で
は
、
石

ノ
森
章
太
郎
生
誕
75
周
年
企
画
、
第
45
回
特
別

企
画
展
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
萬
画
家
石
ノ
森
章
太
郎
氏
の
生
誕

75
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
で
は
石

ノ
森
氏
の
代
表
作
で
あ
る
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
昭
和
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
平
成
ラ
イ

ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
近
年
シ
リ
ー
ズ
へ
の
移
り
変

わ
り
を
中
心
に
、
原
画
や
複
製
画
、
写
真
な
ど

を
展
示
。
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
軌
跡
を
た
ど
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
企
画
展
は
来
年
１

月
26
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
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▲7人でボールの受け渡しの速さを競う「7人の絆」

▲地元の石越牛の串焼きに多くの人が列を作りました

▲何歳になっても母校の校歌は忘れません

　
「
ま
る
ご
と
い
し
こ
し
ま
つ
り
」
が
11
月
３

日
、
石
越
総
合
運
動
公
園
な
ど
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
約
３
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
石
越
小
・
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
合
同
演
奏
会
や
石
越
町
出
身
の
尺
八
奏
者

金
澤
章

し
ょ
う
り
ゅ
う竜
氏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示

会
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

販
売
ブ
ー
ス
の
石
越
牛
の
串
焼
き
や
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
千
人
鍋（
い
も
煮
汁
）

に
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
、「
石
越
の
お
い
し

さ
」
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
お
楽
し

み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
者
が
呼
ば
れ
る
た

び
に
大
歓
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

石越

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
13
日
、
第
９
回
津
山

地
区
運
動
会
が
津
山
運
動
広
場
を
会
場
に
開
催
。

各
行
政
区
の
ほ
か
南
三
陸
町
チ
ー
ム
も
参
加
し

て
の
対
抗
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

種
目
に
は
、
小
学
生
以
下
と
60
歳
以
上
が
一

緒
に
参
加
す
る
玉
入
れ
「
背
伸
び
の
運
動
」
や
、

中
学
生
以
上
と
20
代
か
ら
50
代
ま
で
の
各
年
代

に
よ
る
「
混
合
リ
レ
ー
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
一
緒
に
出
場
で
き
る
工
夫
が
。

今
年
は
、「
７
人
の
絆
」
と
い
う
種
目
を
加
え

た
８
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
一
生
懸
命
な
姿
や
白
熱
し
た

競
技
に
、
応
援
席
か
ら
は
大
き
な
歓
声
や
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

関
東
地
区
宮
城
県
南
方
町
人
会
（
遠
藤
誠せ

い
こ
う幸

会
長
）
の
総
会
が
10
月
27
日
、
東
京
都
内
の
東と

う

天て
ん

紅こ
う

上
野
店
で
開
催
さ
れ
、
会
員
を
は
じ
め
関

係
者
１
１
０
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
大
嶽
山
興
福
寺
六
角
堂
の
修
復
工
事

へ
の
支
援
金
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
、
宮
城
の
民
謡
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
恒

例
の
抽
選
会
や
南
方
農
産
物
の
即
売
会
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
懐
か
し
い
母
校
南
方
中
学
校
の
校

歌
を
斉
唱
、
来
年
の
創
立
50
周
年
記
念
総
会
で

の
再
会
を
誓
い
閉
会
し
ま
し
た
。

南方

津山
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第
８
回
登
米
市
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
が
10
月
14
日
、

豊
里
地
区
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
。

参
加
者
は
日
常
と
は
違
う
目
線
で

市
内
の
町
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。（
21
〜
23
ペ
ー
ジ
）
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困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
笑
顔
に
す
る

明
る
く
元
気
な
看
護
師
に
な
り
た
い

　
「
自
衛
隊
の
看
護
師
に
な
り
た

い
」
と
話
す
の
は
登と

よ
ま米
中
学
校
１
年

の
阿
部
綾
音
さ
ん
。
部
活
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
。
石

巻
赤
十
字
病
院
で
奮
闘
す
る
看
護
師

の
様
子
や
自
衛
隊
員
が
救
助
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
自
分
も
困
っ
て
い
る

人
の
助
け
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
人
を
元
気
に

し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
綾
音
さ
ん
。

中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

講
師
の
自
衛
隊
員
か
ら
仕
事
の
内
容

な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
「
小
学
校
の
担
任
の
先
生
か
ら
の

卒
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
明
る
く
、
元
気

に
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
』
と
い

う
言
葉
が
目
標
で
す
」
と
元
気
あ
ふ

れ
る
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

さん（登米中・1年）
（登米町三日町・直巳さん方）

くん（2 歳）
平成23年5月20日生まれ
東和町・米川１
昌志さんの長男

　近所のおじいちゃん、お
ばあちゃんとお友達の滉太
くん。「桃太郎」の絵本が
大好きで、ピカピカ光るマ
イマイクで童謡「ももたろ
う」を歌ってくれました。

くん（3歳）
平成22年7月10日生まれ
中田町・町
純さんの長男

　アンパンマンの中でもカ
レーパンマンがお気に入り
の大翔くんは「はたらくく
るま」の歌が大得意。最近
はお遊戯会での踊りの練習
をがんばっています。

くん（２歳）
平成23年1月5日生まれ
津山町・宮町
一範さんの長男

　いつも「もくもくランド」
に遊びに行く壮志くん。す
べり台が一番のお気に入り
です。妹の結

ゆ

月
づき

ちゃんが泣
いていると頭をなでてくれ
る優しいお兄ちゃんです。

ちゃん（2 歳）
平成23年4月1日生まれ
豊里町・下町
直樹さんの長女

　ＮＨＫの番組「いないい
ないばあっ！」のワンワン
が大好きな咲綺ちゃん。い
つもお兄ちゃんの有

ゆう

悟
ご

くん
と弟の真

ま や

也くんと一緒に仲
良く遊んでいます。

わが家のアイドル Kid’s

103
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さん（30歳）
（迫町下舟丁・さそり座）

まちの若い衆 Young man現場の仕事も覚えたい
南三陸復興の力になる

　

１
７
５
㌢
で
O
型

で
す
。

株
式
会
社
佐
利
に
入
社
し

て
６
年
目
、
燃
料
部
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
担
当
は
経
理
全
般
。
お
金
に
関
わ

る
部
分
な
の
で
、
間
違
い
の
無
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
事
務
室
で
の

仕
事
が
多
い
た
め
、
現
場
の
仕
事
を
覚

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

温
厚
で
す
。

　

休
日
は
少
な
い
の
で
、
体

を
休
め
て
い
ま
す
。
パ
チ
ン
コ
や
山
登

り
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

く
じ
引
き
。
最
近
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
く
じ
で
、
ラ
ス
ト

ワ
ン
賞
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
「
ロ
ン
グ

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
と
き
の
山
口
智
子

さ
ん
、「
恋
ノ
チ
カ
ラ
」
の
深
津
絵
里

さ
ん
で
す
。

　

南
三
陸
さ

ん
さ
ん
商
店
街
に
精
肉
店
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ー
ト
佐
利
」
が
あ
り
ま
す
。
被

災
し
ま
し
た
が
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
と

共
に
復
興
へ
の
道
の
り
を
一
歩
ず
つ
進

ん
で
い
ま
す
。
入
社
時
は
精
肉
部
に
勤

務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
高

台
移
転
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、

南
三
陸
町
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
店
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
１
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
12
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
22
作
品

103
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２
０
０
０
円

各
総
合
支
所
市

民
課
ま
た
は
建
設
部
住
宅
都
市
整

備
課
（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

12
月
13
日（
金
）

※
期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け  

　

付
け
で
き
ま
せ
ん
。　

迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

❶

※
各
住
宅
に
重
複
し
て
申
し
込
み

　

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

❶
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60
歳

以
上
の
人
は
21
万
４
千
円
以
下
）。

※
収
入
基
準
の
算
出
は
、
入
居
予

定
者
の
合
計
所
得
か
ら
世
帯
主
以

外
の
入
居
予
定
者
一
人
に
つ
き

38
万
円
を
控
除
し
、
12
カ
月
で
割

っ
た
金
額
で
す
❷
同
居
す
る
親
族

が
い
る
こ
と
（
婚
姻
予
定
も
可
）。

※
原
則
と
し
て
単
身
で
の
入
居
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
60
歳
以
上
（
た

だ
し
、
特
例
と
し
て
平
成
18
年
４

月
１
日
現
在
で
50
歳
以
上
も
可
）、

身
体
障
が
い
者（
１
級
〜
４
級
）、

精
神
・
知
的
障
が
い
者
は
単
身
入

居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
❸
入
居
者
全
員
に
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
❹
現
在
、
市
営
住

宅
に
入
居
し
て
い
る
人
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
❺
申
込
者
ま
た
は

同
居
予
定
者
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と

▼
迫
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

５
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
８
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

５
０
６
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
５
９
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

４
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
❸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❹
年
収（
賞
与
お
よ
び
利
子
所
得

な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含
む
）

の
12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
の
３

倍
以
上
で
あ
る
こ
と

】
1
台
の
み
、
別
途

❷

▼
中
田
大
柳
住
宅
26
号（
中
田
町

上
沼
字
大
柳
１
１
９
番
地
５
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
２
２
０
０
円

〜
１
万
８
２
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

▼
米
山
清
水
第
一
住
宅
２
|
16
号

（
米
山
町
中
津
山
字
清
水
32
番

地
２
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
５
９
０
０
円

〜
２
万
３
７
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

▼
津
山
平
形
住
宅
１
|
２
号（
津

山
町
柳
津
字
平
形
75
番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
４
１
０
０
円

〜
２
万
１
０
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

◉

日時／12月1日（日）～27日（金）
　　　　10：00～17：00
　　　　（27日は正午まで）　
　会場／レストラン 
　入場料／無料
◉

日時／12月12日（木）
             開演18：30
　会場／小ホール　
　入場料／大人1,000 円
　　　　 小中高生無料（要整理券）
◉
日時／12月15日（日）
　　　　開演10：30
　会場／大ホール
　入場料／2,500 円

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

❶
12
月
17
日（
火
）午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時
／
南
方
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
／
迫
・
豊
里
・
米
山
・

南
方

❷
12
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時
／
中
田
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
／
登
米
・
東
和
・
中

田
・
石
越
・
津
山

※
会
場
ご
と
に
対
象
地
区
を
割
り  

　

当
て
て
い
ま
す
が
、
都
合
が
悪

　

い
人
は
別
会
場
で
受
け
て
い
た

　

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

繁
殖
・
肥
育
・
酪
農
を

経
営
し
て
い
る
畜
産
農
家

※
青
色
申
告
の
人
、
ま
た
は
平
成

　

25
年
分
の
申
告
か
ら
青
色
申
告

　

に
変
更
す
る
人
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

※
す
で
に
廃
業
し
た
人
で
も
、
平

　

成
25
年
１
月
１
日
時
点
で
畜
産

　

を
営
ん
で
い
た
場
合
は
、
申
告

　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

☎
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ちゃん
（迫町大網西・拓麿さん）

くん
（迫町江合・宏一さん）

ちゃん
（迫町駒林・日出雄さん）

くん
（迫町八幡・光さん）

くん
（迫町大網南・和樹さん）

※（　　）内には申し出があっ
　た保護者の名前を掲載してい
　ます。

ちゃん
（迫町大網南・洋祐さん）

ちゃん
（迫町下舟丁・亮さん）

くん
（迫町永田・健太郎さん）

ちゃん
（迫町中江・正人さん）

くん
（迫町大網東・健さん）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東・克朗さん）

ちゃん
（迫町中江・崇章さん）

くん
（迫町中江・力さん）

くん
（米山町下小路・達也さん）

くん
（米山町町吉田・充さん）

くん
（米山町山吉田・明裕さん）

ちゃん
（米山町中町・真人さん）

ちゃん
（米山町六軒屋敷・裕介さん）

くん
（米山町相ノ山・ひとみさん）

くん
（南方町沼崎・彦さん）

くん
（南方町畑岡・美希さん）

くん
（南方町砥落・亜依さん）
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携帯
電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

　休日・夜間診療案内は下記の
番号で24時間対応しています。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 12 月の休日急患当番医・歯
科休日当番医は「広報とめ」
11月21日号に掲載していま
す。

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上

で
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ
れ
、
所

得
税
の
課
税
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

65
歳
未
満
で
そ
の
年
の
受
給
額

が
１
０
８
万
円
以
上
や
、
65
歳
以

上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
人
は
、

原
則
と
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
こ
の
年
金
額
よ
り
少
な
い

場
合
は
所
得
税
の
源
泉
徴
収
は
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
公
的
年
金
や

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
、
１
月
中
に
前
年
分
の
「
源

泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
の
際
に
添
付
書
類

と
し
て
必
要
と
な
る
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
課
税
の
対
象
と
な
ら
な
い
た

め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

万
が
一
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失

し
た
場
合
や
、
届
か
な
い
場
合
に

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
再
交

付
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
、
そ

　

の
他
の
年
金
相
談
も
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎

　

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご

　

用
意
く
だ
さ
い
。

古
川
年
金

事
務
所（
国
民
年
金
課
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

☎

　

年
金
の
申
請
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

12
月
26
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午

後
３
時
30
分市役

所
迫
庁
舎（
１
階
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務

所☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

※
電
話
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
（
出
張
相
談
日
前
日
ま
で
）

12
月
24
日（
火
）

❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時

〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３

時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所（
登
米
保
健

所
）

障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

弁
護
士
、司
法
書
士
と
協
力
し
、

債
務
の
返
済
な
ど
に
つ
い
て
、
月

２
回
無
料
相
談
日
を
設
け
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。12

月
６
日（
金
）、
12
月

20
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
午
後

４
時
15
分迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
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登米図書館／☎0220（52）5330

仙台ルール
都市生活研究プロジェク
ト（仙台チーム）／著

宮城県民納得のルール
満載。郷土の魅力が感
じられる1冊です。

ドラえもん科学ワー
ルド special は じ
めてのふしぎ
藤子・F・不二雄／まんが

生活の中にかくれている
「ふしぎ」をまんがで学
んでみましょう。

やあ、やあ、やあ！
おじいちゃんがやって
きた
村上　しいこ／著

転校生はうちのおじい
ちゃん！？ユニークでゆ
かいなお話です。

おかし
なかがわ　りえこ／著

みんなが大好きなおか
し。おかしに込められた
ひみつのパワーとは…。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

明治・妖（あやかし）
モダン
畠中　恵／著

明治時代の銀座。2 人
の警官が摩訶不思議な
事件に遭遇します。

また作って！と言われ
る孫ごはん
本谷　惠津子／著

孫が喜ぶおかずやおやつ
を気軽に作ってみません
か。71のレシピ掲載です。

　

市
で
は
、
宮
城
県
、
栗
原
市
と

共
同
で
地
域
住
民
向
け
の
市
場
公

募
地
方
債
を
発
行
し
ま
す
。

　

今
回
、
共
同
発
行
す
る
市
場
公

募
地
方
債
は
35
億
円
で
、
そ
の
う

ち
１
億
円
は
消
防
出
張
所
整
備
事

業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
に
居
住
・
勤
務
し
て
い
る

個
人
や
事
業
所
の
あ
る
法
人
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
購
入
で
き
ま

す
。

み
や
ぎ
市
町
村
県
共
同

ケ
ヤ
キ
債（
平
成
25
年
度
第
１
回

宮
城
県
市
町
村
共
同
発
行
公
募
公

債
）

12
月
16
日（
月
）

〜
20
日（
金
）

※
申
し
込
み
総
額
が
35
億
円
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

❶
利
率
＝
固
定
金

利
で
12
月
発
行
の
５
年
利
付
国
債

利
回
り
を
参
考
に
12
月
12
日（
木
）

夕
方
頃
に
決
定
❷
発
行
価
格
＝
額

面
１
０
０
円
に
つ
き
１
０
０
円
❸

発
行
日
＝
12
月
26
日（
木
）❹
償
還

年
限
＝
５
年
、
平
成
30
年
12
月
26

日
に
元
金
を
一
括
償
還
❺
利
払
日

＝
毎
年
６
月
、12
月
の
各
26
日（
利

払
日
が
銀
行
休
業
日
に
当
た
る
と

き
は
、
前
営
業
日
）
❻
購
入
限
度

額
＝
１
人
（
事
業
所
）
あ
た
り

１
万
円
単
位
で
２
０
０
０
万
円
ま

で

七
十
七
銀
行

お
よ
び
仙
台
銀
行
の
県
内
店
舗
窓

口
で
、
先
着
順
に
販
売

購
入

代
金
、
印
鑑
、
本
人
を
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
す
で
に
購
入
先
銀
行
店
舗
の
通

６
日
＝
柳
渕
勝
一（
司
法

書
士
）、
20
日
＝
開
発
健
次（
弁
護

士
）

※
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

　

さ
い
。

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。12

月
26
日（
木
）午
後
８

時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
）

収
納
対
策
課

総
務
部
収
納
対

策
課

　

　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９　

　

帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
通
帳

※
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿
謄

　

本
な
ど

※
マ
ル
優
・
特
別
マ
ル
優
制
度
を

　

利
用
す
る
人
は
確
認
書
類
（
年

　

金
手
帳
な
ど
）

▼
企
画
部
財
政
課（
財
政
二
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
５
９

▼
七
十
七
銀
行
お
よ
び
仙
台
銀
行

の
県
内
店
舗
窓
口

☎



30

県
内
居
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人

❶
仙
南
校
❷
大
崎
校
❸

石
巻
校
❹
気
仙
沼
・
本
吉
校
❺
登

米
・
栗
原
校

各
校
40
人

年
間
22
日（
２
学
年
制
）

生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
活
動
の
指
導

者
と
し
て
必
要
な
内
容
を
身
に
付

け
ま
す

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
労
働
局
が

お
手
伝
い
し
ま
す
。
労
働
問
題
で

お
困
り
の
場
合
は
、
次
の
総
合
労

働
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
宮
城
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
宮
城
労
働
局
総
務
部

企
画
室
内
）

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
３
４

▼
瀬
峰
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
３
１　

　

迫
公
民
館
で
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
開
催
、
そ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
冬
の
運
動
不
足
解

消
と
参
加
者
同
士
の
親
睦
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
１
月
19
日（
日
）

午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

岩
手
県
夏
油
高
原
ス
キ
ー

場

❶
初
級
者（
初
心
者
）

コ
ー
ス
❷
中
級
者
コ
ー
ス
❸
上
級

者
コ
ー
ス
▼
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽

し
く
、
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
。

20
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
男
女

限
定
40
人

３
０
０
０
円（
リ
フ
ト

５
時
間
券
代
含
む
）
※
昼
食
、
用

具
レ
ン
タ
ル
代
な
ど
は
自
己
負

担
。個
人
で
行
く
よ
り
１
４
０
０

円
も
お
得
で
す
。

◉

12
月
７
日
（
土
）、
８
日

（
日
）午
前
９
時
〜
午
前
11
時

中
学
生
以
上（
各
日
10
人

程
度
）

５
０
０
円（
材
料
費
・
入

館
料
込
み
）は

さ
み
を
持
参
の
上
、

エ
プ
ロ
ン
な
ど
汚
れ
て
も
い
い
服

装◉

12
月
14
日
（
土
）、
15
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
前
11
時

小
学
生（
保
護
者
付
き
添

い
の
場
合
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
の
参
加
も
可
能
）（
各
日
15
人
程

度
／
先
着
順
）

３
０
０
円（
材
料
費
・
入

館
料
込
み
）は

さ
み12

月
８
日（
日
）

午
後
４
時

髙

倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

◉

12
月
22
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午津

山
公
民
館

５
日
前
ま
で

◉
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
し
て
く

　

だ
さ
い迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

１
時
間
１
２
５
０
円

◉❶

12
月
10
日（
火
）

 

午
前
10

時
〜
正
午
、
12
月
13
日（
金
）

 

午
後

７
時
〜
午
後
９
時

❷

12
月
17
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
、
12
月
20
日（
金
）

 

午
後

７
時
〜
午
後
９
時

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
し
て
く

　

だ
さ
い
。迫に

ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
０
０
０
円

◉
　

あ
な
た
の
都
合
の
い
い
時
間
に

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。

平
成
26
年
１

月
10
日（
金
）ま
で（
先
着
順
）

迫
公
民
館　

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

１
コ
ー
ス（
４
時
間
）

５
０
０
０
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成25年 10月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,524 10,417 11,109 21,526

登米 1,824 2,467 2,720 5,187

東和 2,472 3,478 3,631 7,109

中田 4,856 7,794 8,253 16,047

豊里 2,093 3,359 3,506 6,865

米山 2,859 4,856 5,037 9,893

石越 1,625 2,631 2,715 5,346

南方 2,594 4,295 4,611 8,906

津山 1,229 1,768 1,919 3,687

合計 27,076 41,065 43,501 84,566
※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台帳
制度の対象になったため、上記人口・世帯数に
含まれています。

（平成25年10月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H25 H24 増減数

人身事故
発生件数 271件 259件 12件

死者数 5人 3人 2人

負傷者数 356人 309人 47人

物損事故
発生件数 1,567件 1,585件 ▲18件

※平成2５年１月からの延べ件数

………………
…………

○市内で5件の交通死亡事故が発生しており5人が尊い命を落と
しています。

①夕暮れ時や夜間に出歩くときは反射材や明るい服を身に
つけましょう。
②道路を横断するときは「横断歩道」を渡りましょう。
③高齢ドライバーは前方をよく見て運転に集中しましょ
う。

◆警察署からのお知らせ◆

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
業
退
職
金

11
月
１
日（
金
）〜

平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）
必
着

（
先
着
順
）

５
０
０
０
円

年
間
２
０
０
０
０
円

※
申
込
書
は
各
市
町
村
の
福
祉
担

　

当
課
や
生
涯
学
習
担
当
課
お
よ

　

び
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
通
学
可
能
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら

　

の
場
所
に
申
し
込
ん
で
も
結
構

　

で
す
。

県

社
会
福
祉
協
議
会（
い
き
が
い
健

康
課
）

☎
０
２
２（
２
２
５
）８
４
７
７

http://w
w
w
/m
iyagi-sfk/

net/

共
済
制
度
（
林
退
共
）
に
加
入
し
、

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業

の
仕
事
を
し
、
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

人
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
り
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
各
種
手
続
き（
共
済
手
帳

の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部　

〒
１
７
０
―
８
０
５
５　

東
京
都

豊
島
区
東
池
袋
１
―
24
―
１
ニ
ッ

セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

FAX
０
３（
６
７
３
１
）２
８
９
０

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案

内
し
て
い
ま
す

h
ttp
://w

w
w
.rin

taik
y
o.

taisyokukin.go.jp
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中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力

東和町・米川６

小出　尚典さん
こいで たかのり

平成11年生まれ　血液型／Ｂ型

　東和中２年の小出尚典君は中学ソフトテ
ニスで全国トップクラスの実力の持ち主で
す。小学生の時は宮城選抜として全国大会
で上位入賞。中学でも今年、２年生ながら
県中総体で優勝し東北大会でも５位になる
など、その実力と将来性は高い評価を得て
います。体力には自信があるという小出君。
自分の持ち味を「他の人が届かないような
球でも粘れるところ」と胸を張ります。小
学校の宮城選抜時代からダブルスを組む同
中２年の佐野優希君も「決める力がある」
と大きな信頼を寄せます。「３年生になる来
年は全国大会で絶対勝ちたい」と目を輝か
せる小出君。これからの活躍が楽しみです。

ダブルスを組む佐野君 (右 )との息はピッタリ、信頼も厚い

▲

南
方
町
の
西
郷
幼
稚
園
で
は
、
11
月

７
日
に
中
田
町
上
沼
で
リ
ン
ゴ
狩
り

を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
た
わ

わ
に
実
っ
た
リ
ン
ゴ
の
木
か
ら
、
真
っ

赤
な
リ
ン
ゴ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
「
広
報
」
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
良

い
広
報
紙
を
作
る
た
め
に
は
、
頭
の
中
で

考
え
て
ば
か
り
い
る
よ
り
も
「
取
材
の
電

話
を
か
け
る
」「
現
場
に
行
く
」「
書
き
始

め
る
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
行
動
が
何
よ

り
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。（
遠
藤
）

▼
11
月
10
日
に
旧
森
小
学
校
で
行
わ
れ

た
「
伊
達
な
お
い
と
こ
踊
り
宮
城
大
会
」

の
取
材
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。「
一
年
間

こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
話
す
岩
手
県
一
関
市
か
ら
の
参
加
者

も
。
市
外
の
人
に
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え

る
な
ん
て
、素
敵
な
行
事
で
す
ね
。（
増
子
）

▼
中
田
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
さ
く
ら

幼
稚
園
「
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

取
材
。
真
剣
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
つ
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の
も
忘
れ

見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
真
剣
な
表
情

も
良
い
の
で
す
が
、
家
族
を
見
つ
け
た
時

の
笑
顔
が
一
番
良
か
っ
た
で
す
ね
。（
佐
藤
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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